
 

 
 
明治学院の沿革 

 

 明治学院の創立者は、ヘボン式ローマ字や聖書の翻訳で有名な宣教

師へボン博士です。 

 ヘボン博士は、1859 年に神奈川に来日し、医療・聖書の翻訳・和英語

林集成の作成に従事するかたわら、1863 年に英学塾を開きました。こ

の英学塾が明治学院の源流となります。ですから明治学院は横浜がそ

の発祥の地。大学キャンパス建設もそれが理由のようです。元町・外人

墓地周辺には関係する史跡が多く残されています。ちなみにフェリス女

学院をつくったギター女史もヘボン塾の教員の一人でした。 

 そして、社会情勢の変化に伴いこれらの塾が集まり、1877 年、東京・

築地に東京一致神学校の設立に至りキリスト教学校である明治学院の

礎が確立されて行きました。現在、跡地は聖路加国際病院になっています。 

 1887 年には明治学院中学校が港区白金台に開校しました。東村山校地は狭かった白金校地を補うための、大学

のグラウンドとして戦後 1955 年設置されたものです。桜の木はグランド開設時に用務員の方が植えたそうです。

1963 年に明治学院東村山高校が東村山グラウンドの一角に開校しました。1966 年には明治学院中学校が東村山

に移転し、中学・高校一貫教育の体制が整いました。校名が明治学院中学校と明治学院東村山高等学校に分かれ

ている由来はここにあるのです。1991 年４月から男女共学になりました。２６期生の卒業翌月からなので、ここが男

子校～共学の分かれ目です。 
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 東村山での教育のはじまり 

 

 高等教育の大衆化が進み、教育をめぐるさまざまな問題があらわれるなか、第 7 代明治学院院長武藤富男の発

意によって 1963 年この東村山の地に、まず「明治学院東村山高等学校」が設立されました。つづいて港区白金の

地より長い歴史と伝統をもつ「明治学院中学校」が移転し（1968 年完了）、この両校が協力して、キリスト教に基づく

人間形成を目差して中高 6 年一貫の教育を展開しています。 

 東村山高校創立者の武藤富男は、「贖罪と愛の教育」を唱えて、これをこの学校の精神的土壌とし、「道徳人・実

力人・世界人」の育成を本校の教育の基本目標として掲げました。 

 

 東村山校地の歴史 

１９４２年（昭和１７年）陸軍の少年通信兵学校として開設された場所です。周辺は広大で、現在の、明治学院東

村山を中心に周辺の桜華女学院（昔の日体桜華）や明法、グランド向こうの公務員官舎や、ハトホームなどの老人

ホームはすべて国からの払い下げのようです。）なんとこの校地から最年少で１４歳の少年通信兵が教育を受け戦

地に赴き亡くなっているのです。時代って恐ろしいですよね。一歩生まれる時代が間違っていれば自分も兵学校の

生徒として、松の木を見たのかもしれない。。。テニス部とは関係のない歴史ですが知っておきたい内容です。若い



ＯＢにはなじみがないと思いますが、以前は兵学校の本部を道場として使っていたり、寮として兵舎をそのまま使っ

ていたりもしたんです。校舎は 1998 年の新築で、昔の面影がなくなってしまいました（校地も半分に・・・マンションは

すべて明学のグラウンドでした）が、周辺の桜だけは当時から今までを知っているのかも知れませんね。 

 

テニス部の歴史 

開校１９６３年と同時に、高校テニス部が創部されました。当時のテニスコートは現在の正門を入ってすぐ右、チャ

ペルのある部分にクレーコートを設置。活動を開始したようです。戦績は別紙にて掲載いたしますが、一期生から活

発な活動をしていたようです。中学校のテニス部が活動を開始するのが、１９７１年です。白金での活動状況は不明

ですが、中学の卒業生、島崎藤村は学生時代テニスをやっていたとの記述もあり、我々の遠い先輩にあたるのかも

しれません。東村山での活動はテニスコートを西側、道場横に移動、クレーコート４面で開始。さらに中学校はアー

チェリー場横のVB（バスケ・バレー）コートの一部を使用して活動を開始しました。当時は1 月下旬から3月までコー

トの土を掘り起こし整備を行い、大学のリーグ戦使用に備えるため、長期に渡って使用が不可能になり、限られた

状態での練習を強いられました。荒木田と呼ばれる保湿性の高い土を使用。ﾗｲﾝは石灰を水で溶いたものをワラの

ハケで人力で書いていくという古き良きコートでありました。１９９７年学校改築工事のためにテニスコートが閉鎖と

なり、一時的にグラウンドへ臨時テニスコートを開設。大型フェンスを２０基ほど毎日グラウンド内に移動して、グラウ

ンドの砂利をバケツに集めながらの活動が始まりました。このような努力で一日も練習を欠かすことなく続けたこと

によってようやく１９９８年に新コートが開設されました。オムニコート２面で、不完全ではありますが、ナイター設備も

設置されました。備品収納に関しては皆様の寄付などもあって大型倉庫を２つ、中型倉庫２つの体制でしっかりとし

たものが準備されたと思います。 

 
 

 


